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1. イベント概要
日時： 令和6年12月14日（土） 

12：45～16：40
場所： 羽田空港　スカイマーク株式会社 

本社会議室及びシミュレーター棟
主催： （公社）日本航空機操縦士協会、（公

社）日本航空技術協会、（一社）日
本航空宇宙工業会、（一社）全日本
航空事業連合会、（一社）日本女性
航空協会

企画： 航空機操縦士養成連絡協議会、航空
機整備士・製造技術者養成連絡協議会

後援： 国土交通省航空局、経済産業省製造
産業局、文部科学省研究開発局

プログラム： 以下のとおり
（1）開催挨拶

 国土交通省 航空局 安全部 安全政策課  
乗員政策室長 藤林　健太郎 氏
 経済産業省 製造産業局 航空機武器産業課 
航空機部品･素材産業室長 西山　正 氏

（一社）日本航空宇宙工業会は、日本航空技術協会、日本航空機操縦士協会、全日本航
空事業連合会及び日本女性航空協会との共催により、去る12月14日、「女性航空教室 
Yes I Can！」を羽田空港地区内のスカイマーク本社にて、空の仕事に興味を持つ中高生
を対象に開催した。

本イベントは、航空関連職種を志望する若年層の裾野拡大を目的として、平成27年度
から始めたもので、コロナ禍で開催を見送った令和2年度を除き今回が9回目である。募
集定員50名に対し中学生24名、高校生26名の応募があり、9名の欠席があったため当日
は41名が参加した。

「 女性航空教室 Yes I Can！」を羽田で開催
～航空機製造技術者・整備士・パイロットの仕事

を紹介する中高生向けイベント～
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（2）女性従事者プレゼンテーション（各15分）
①航空機整備士
　スカイマーク株式会社 名定　加奈 氏
②航空機操縦士
　スカイマーク株式会社 松本　絢音 氏
③製造技術者 
　全日本空輸株式会社 海津　綾夏 氏
④製造技術者 
　株式会社青海製作所

鈴木　里奈 氏／杉本　合帆 氏
⑤ヘリコプター操縦士
　朝日航洋株式会社 内田　香奈 氏
⑥ヘリコプター整備士
　オールニッポンヘリコプター株式会社

　伊藤　愛 氏
（3）講師への質問コーナー（1時間）
（4）フライトシミュレーター見学（1.5時間）

2. イベント内容
第一線で活躍する女性の製造技術者、整備
士、操縦士が講師となり、所属する会社概要
及び仕事内容の紹介、就業動機及びやり甲斐
など自身の経験等について説明した。

当工業会会員企業からは、全日本空輸株式
会社 海津綾夏氏に講演頂いた。

現在、海津氏は整備センター 技術部 原動
機技術チームに所属し、航空機の不具合原因
調査及び技術対策検討、技術指令発行、整備
プログラム設定、エンジン仕様検討、整備マ
ニュアル設定等、航空機の安全運航に係る仕
事に従事している。

講演は自己紹介から始まり、会社の概要、
エアライン整備の概要、技術部の業務につい
て順を追って紹介し、国内外の航空当局、機
体メーカー及びエンジンメーカー等とグロー
バルに連携しながら、空の安全を第一に業務
にあたっていると話した。
また、海津氏自身の中学生から思い描いて
いた就業動機や入社経緯、そして入社後から
現在までの1年毎のキャリアアップとこれか
らの目標を紹介した。

講師全員の講演後に行われた質問コーナー
では、参加者と講師の間で活発な質疑応答が
行われた。航空業界の魅力、仕事の責任とや
り甲斐、入社後の教育及び訓練内容、航空業
界に就職するために何を学ぶべきか等、参加
者からの真剣な質問に、各講師が真摯に回答
し参加者の理解を深めた。

最後にスカイマーク社のご協力によりシ
ミュレーター棟にてフライトシミュレー
ター、脱出訓練施設及び客室モックアップを
見学した。参加者は各施設の教官の説明に耳
を傾け、訓練の雰囲気を体感した。

 
3. お知らせ
裾野拡大活動の取り組みとして、空の仕事
を若者に紹介するWEBサイト“skyworks” 
（ https://www.skyworks.info/ ）を運営している。
本イベントの共催団体が協力し、過去に開催
した「女性航空教室 Yes I Can！」の収録動全日本空輸㈱　海津　綾夏 氏
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（一社）日本航空宇宙工業会 技術部 部長　松田　圭介 
総務部 部長　栗山　純郎

画や、各種イベントの案内を掲載し情報発信
を行っている。

4. 所感
我が国の産業は何処も人手不足であり、航
空機産業も例外ではない。航空機の整備士及
び操縦士の人手不足も深刻であり、航空局に
よる「航空整備士・操縦士の人材確保・活用
に関する検討会」が新たに設置され、裾野拡
大も一つのテーマとして検討されている。
その様な環境の下、今回は空の仕事に興味

があるが未だ就職進路が柔軟な中高生を対象
として開催した。
講師やスタッフとの交流などを通じて、参
加者が空の仕事の魅力を再発見した、或いは
何かしらの不安が軽減したのか、イベント終
了後の見送りの際、多くの参加者の表情が晴
れ晴れとし、楽しかった・有意義だったとの
声も多数聞かれたことを末筆ながら申し添え
る。
本イベントで空の仕事をより身近に感じ、
夢をかなえてほしいと切に願う。


